
食品等事業者の皆様へ！
落下細菌(空中浮遊微生物)検査のお知らせ

空気中には多くの微生物が浮遊しており、これらの細菌による汚染により、製品の品質管理に
影響を及ぼす場合があります。
落下細菌検査は、寒天平板上に空中浮遊微生物を自然落下させて捕捉して行う検査です。
この検査により、作業環境中の衛生状態を評価することができ、

製品の汚染源となりうる異常を未然に発見し、清掃方法や空調設備の
管理、カビ予防対策などに活用することができます。
また、衛生状態が数値化されるため､作業員の衛生意識の向上にも

つながります。

落下細菌検査は、専用の培地が必要となります。
検査をご希望の方は、お気軽にお問い合わせください。

１ 専用の培地を入れたシャーレを床面から８０㎝上の調理台等
に置いて、蓋を静かに開けて一定時間放置します。（注１）
蓋開放時間 細菌数測定 ５分間

真菌数測定 ２０分間

２ 培養後に集落数を算定し、時間（５分又は２０分間）当たり
の落下細菌数、落下真菌数とします。

(注１) 測定は作業中に行います。

検査方法

落下細菌培養後

・弁当及び惣菜
・洋生菓子
・セントラルキッチン／カミサリー（注２）
・生めん類 ・漬物（ｐＨ４.５以上の製品）
作業区域 (注３) 落下細菌数 落下真菌数 作 業 区 域 落下細菌数 落下真菌数
①清潔作業区域 ３０個以下 １０個以下 清潔作業区域 ５０個以下 １０個以下
②準清潔作業区域 ５０個以下 － 非汚染作業区域 １００個以下 －
③汚染作業区域 １００個以下 －

(注２) 複数の飲食施設、給食施設、販売施設へ調理加工等を施した製品等を供給する集中調理加工施設
(注３) ｢作業区域｣の定義（出典：｢弁当・惣菜の衛生規範」）

・非汚染作業区域 ～ 製造場のうち､加工場､加熱処理場､放冷･調製場､包装場及び製品の保管場
清潔作業区域 (①)・・放冷・調製場、包装場
準清潔作業区域(②)・・加工場及び加熱処理場

・汚染作業区域(③) ～ 製造場のうち、検収場、原材料の保管場及び下処理場

落下真菌培養後
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ＴＥＬ ０９８５-２４-７４００一般財団法人 宮崎県公衆衛生センター ＦＡＸ ０９８５-２４-８５８８
〒８８０-００３２ 宮崎市霧島１丁目１番地２ 宮崎県総合保健センター１Ｆ


